
令和３年３月２６日

教 職 員 各位

外部資金等委員会

企業等からの寄附金申込時における受入れに関する申告書の提出について（通知）

令和 3 年 4 月 1 日以降、企業等、営利を目的として活動する組織・団体からの寄附金申

込について別紙「三重大学寄附金受入れに関する申告書」の提出をお願いします。寄附金の

受入れ教員からの申告内容を点検した上で、外部資金等委員会において受入審査を実施す

るものとします。

申告書に該当項目がある場合は、地域イノベーション推進機構産学官連携リスクマネジ

メント室が内容を確認し、深刻であると判断した場合は利益相反管理委員会専門委員会に

おいて対応を審議します。

なお、この通知は第 2 回利益相反管理委員会（令和 3 年 3 月 17 日開催）において、企業

等からの寄附金の申込時には、企業等との経済的利害関係を確認することが決定されたこ

とを受けたものです。

（事務担当）

学術情報部

社会連携チーム（外部資金担当）

TEL:059-231-9006（内線：9006） 

Email: ken-sikin@ab.mie-u.ac.jp 



電⼦提出（Moodleのみ受付。電⼦メール不可）
https://moodle.mie-u.ac.jp/moodle35/course/view.php?id=99 令和3年4⽉1⽇
学内便提出 管理番号1
研究・地域連携部 社会連携チーム 管理番号2
研究・地域連携部 社会連携チーム 管理番号3
TEL：（直通）059-231-9006（内線）9006 社会連携No.
E-mail：ken-sikin@ab.mie-u.ac.jp（問合せ専⽤） 受付⽇

※1
※2
※3

記⼊⽇

⽒名（電⼦提出の場合は押印不要） 印
所属
職名
電話番号（内線）
E-mail

寄附者名
受⼊れ予定⾦額

質問事項 回答欄 補⾜説明
あなた⼜はあなたの親族（配偶者並びに⼀親等以内の⾎族及び姻族に限る。）は，
寄附者の公開株式（ストックオプションを含む）を保有している，
⼜は今後得る予定がありますか？

有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

取得（予定）年⽉⽇
売買実績

あなた⼜はあなたの親族（配偶者並びに⼀親等以内の⾎族及び姻族に限る。）は，
寄附者の未公開株式（ストックオプションを含む）を保有している，
⼜は今後得る予定がありますか？

有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

取得（予定）年⽉⽇
保有件数（株）
保有割合（%）

保有者（続柄・⽒名）
関係事項（選択してください）

あなたは，寄附者からロイヤリティ収⼊（個⼈が保有する特許，
プログラム著作権などに関わるもので，研究参画機関から受け取るもの）
を得ている，⼜は今後得る予定がありますか？

有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

出願番号等
＊特許等の出願番号，公開番号，公告番号⼜は登録番号のいずれかを記⼊

あなたは，寄附者から1寄附者当たり年間100万円以上の兼業報酬を得ている，
⼜は今後得る予定がありますか？（産業医，⾮常勤医師等の活動を除く） 有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

兼業許可
⾦額

あなたは，寄附者から1年以内に設備・物品・役務サービスを
⾃分の判断で購⼊等した，⼜は今後購⼊する予定がありますか？

有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

設備・物品・役務サービスの名称
購⼊先の選定理由

あなたは，寄附者と共同研究・受託研究を⾏っている，
⼜は今後⾏う予定がありますか？

有⇒下欄に必要事項を記⼊してください

研究内容
寄附者が負担する研究費の額

質問7 上記質問1-6以外に，寄附⾦受⼊れに関して，
懸念していることや相談をしたいことがあれば記⼊してください。

提
出
先

問
合
せ

三重⼤学寄附⾦受⼊れに関する申告書

回答いただいた内容は，必要に応じて学内関連委員会に報告します。

【1】申告者

【2】対象寄附

提出された回答は適正に管理し，業務⽬的外には使⽤しません。

【3】回答

質問1

寄附者が企業等，営利を⽬的として活動する組織・団体であり，かつ寄附⾦額が30万円以上の場合は必ず申告してください。

質問2

質問3

質問4

質問5

質問6

別紙



自己申告書の
確認

外部資金等委員会
委員長 研究・社会連携担当する理事

外部資金受け入れ時の利益相反等の事前確認（フロー図）

該当がない場合

産学官連携
リスクマネジメント室

室長 地域イノベーション推進機構長が指名する大学教員
（現在の室長は研究担当副学長）

利益相反管理委員会
委員長 総務・財務を担当する理事

利益相反専門委員会
委員長 研究を担当する理事

該当がある場合

深刻な利益相反の
場合

深刻ではない場合

利益相反マネジメントの決定
①厳格な管理、②深刻な利益相反の解消

・定期自己申告書の提出
（年１回、特任を含む教授・准教授・講師・助教、非常勤を含む教諭・講師） 報告

社会連携
チーム

研究推進
チーム社会連携

チーム

定期報告

研究推進
チーム

マネジメント決定の後

・共同研究、受託研究の申込時に研究代表者が自己申告書を提出

追加 ・寄附金申込時に寄附金を受け入れた者が自己申告書を提出（R3.4.1～実施） 




